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市民意見募集（パブリックコメント）結果 

 

 「和歌山市景観計画（案）」に関するご意見を募集した結果、１０件のご意見をいただきましたので、

次のとおり公表します。 

 

■募集案件の概要 

 

募集案件 和歌山市景観計画（案） 

受付期間 平成２３年７月１５日～平成２３年８月１５日 

ご意見の件数 ４名・１０件（その他の意見提出１名・１件） 

 

■ご意見の概要と市の考え方 

 

１ 和歌山市景観計画（案）について 

No ご意見の概要 市の考え方 

１ 

Ⅲ 和歌山市の景観形成の理念・目標 

●公表資料による理念は良いが、今後その運用 

について十分な配慮と公平をお願いしたい。 

詳細な運用方法は今後検討を重ねることと

しており、ご指摘の通り、十分な配慮を行って

いくこととします。 

２ 

Ⅳ 良好な景観の形成に向けた取組み 

●景観の保全については、①消極的な保全方 

法、②積極的な保全方法、③他法令との連携を 

重視すべき。特に③では、和歌山城や和歌浦周 

辺について都市計画法の風致地区、文化財保護 

法の史跡・名勝等との重複・接する事例が多く 

あり、縦割りでなく横の繋がりを持って分担と 

連携を進めていって欲しい。 

●コアーとバッファ等の役割分担等を関連部 

局と事前から調整・協調を図っていく必要があ

る。 

 

ご指摘の通りと考えます。 

特に和歌山城周辺景観重点地区において、

「７．景観形成に向けた総合的な取組みの推

進」（重点地区計画（案）Ｐ３１）を位置づけ、

①～③の趣旨に沿った内容を盛り込んでいま

す。 

特に③についても、今後、具体的な取組みを

進めていく上で、ご指摘の趣旨を踏まえ、分担

や連携に配慮して進めていきます。 

また、関連部局との事前の調整・協調も重要

であり、十分な調整を行うよう努めてまいりま

す。 
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３ 

Ⅳ 良好な景観の形成に向けた取組み 

●幹線道路沿道は目標像と方針があるのに、鉄 

道沿線の景観には触れられていない。たとえ和 

歌山駅で下車せずとも車窓から目に入るもの 

で、他府県からの来訪者には、これが和歌山の 

第一印象となる。 

●車中心ではなく、鉄道沿線の景観にも目を向 

けてみられてはどうか。 

 

建物・敷地が面している道路沿道とは違い、

鉄道沿線の景観は広範にわたることから、既に

位置づけた１０種類の類型に即した景観の中

で対応すべきと考えました。 

しかしながら、鉄道沿線は視点場（見る場所）

として重要なポイントが多くあり、景観形成基

準でも良好な眺望への配慮を求めており、その

中で鉄道沿線からの見え方についても配慮を

求めるよう、運用を行っていくこととします。 

４ 

Ⅳ 良好な景観の形成に向けた取組み 

●景観まちづくり地区制度や景観協定など、住 

民主体や協働がうまく機能してくれればいい 

と思うが、必ずしもそうとは限らない。 

住民主体が困難な地域や十分でない場合で 

も、行政主導で前に進めてゆける手だてを考え 

ていくべきではないか（和歌山版のこまちなみ 

保存のような）。 

ご指摘の通り、行政が主導的に進めていくよ

うなケースも場合によっては必要と考えられ、

他都市でも様々な工夫がなされているところ

です。 

上記のご指摘を十分踏まえ、景観まちづくり

地区（仮称）等の制度設計の中で、検討を進め

てまいります。 

 

５ 

Ⅳ 良好な景観の形成に向けた取組み 

●現代のまちなみの中には、幕末、明治から昭 

和初期までの建物が細々と戦災を逃れ点在し 

ているが、顧みられることなく次々と消えてい 

るのが現実である。 

築年数という尺度も併用し、推定建設年代に 

応じて保存を促すような誘導があってよいの 

ではないか。「現段階で景観資源」とみなされ 

なければ、結局、消えて残らない。 

ご指摘の通りであり、景観上の価値がある建

築物等を抽出するプロセスを経て、重要性を共

有し、保存を促す取組みは非常に重要であると

考えており、ご指摘の視点を参考としながら進

めてまいります。 

 

 

 

 

６ 

Ⅳ 良好な景観の形成に向けた取組み 

●計画（案）では、景観形成基準の区域分けが、 

表を見ただけではあまりにも分かりにくい。 

●基準と明確な区域分けを図解にするなど、誰 

にでも分かる様に、手引き等を作り、市民、と 

りわけ設計者や施工者に周知徹底することが、 

何より大事なことである。 

 

計画については、今後、図面のレイアウト等

を整える作業を行い、市民等の皆さんに見やす

くなるような工夫を行ってまいります。 

また、景観形成基準については、ご指摘の通

り、設計者や施工者向けに十分理解いただける

よう、別途基準の詳細な解説や配慮例などを記

載したガイドラインを作成し、周知徹底に努め

たいと考えています。 
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２ 景観計画‐和歌山城周辺景観重点地区（案）について 

No ご意見の概要 市の考え方 

１ 

●県庁前方面からの史跡和歌山城への眺望は 

誰が見ても残念としか思われない。それは多く 

の住宅、商店、会社事務所等が立ち並び、その 

ために城の石垣が全然見えないからである。 

●折角ある立派な虎伏城を活かせるよう私ど 

もも出来る協力をする次第であり、観光事業の 

発展を希望する。                  

ご指摘の場所は、和歌山市景観計画等検討委

員会の議論の過程でも景観上の課題として挙

げられており、市としても認識しているところ

です。 

今後、十分な検討を進めてまいりたいと考え

ます。 

 

２ 

３．旧城下町エリアの景観形成の理念と目標・

方針 

●和歌山城周辺景観重点地区（案）では、旧城 

下町エリアをゾーンＡ、Ｂ、Ｃと設定され、方 

針まで出されているのに、実際の重点地区はＡ 

のみで、Ｂ、Ｃは具体的な形成基準もないよう 

だ。ゾーンＢ、Ｃはどのように扱われるのだろ 

うか。 

今回の計画案では、ゾーンＡについて集中的

に検討し、景観形成基準を設定しました。 

ゾーンＢ、Ｃについては今後検討を深めるこ

ととしており、その議論の中で必要性が認めら

れれば景観重点地区に追加指定していくこと

も考えられます。 

 

 

３ 

３．旧城下町エリアの景観形成の理念と目標・

方針 

●旧城下町エリアのゾーンＢについて、和歌山 

の都市空間に残る貴重な自然林・クスの純林が 

あるが、皆伐される危機に直面している。 

「緑が連なる景観を保全する」という高尚な 

方針を掲げているが具体的な方策が一行も書 

かれていない。 

近年は緑視率の規制を導入し、住宅の新築や 

増改築の際に届出を義務づける例もある。 

風致地区での開発事業者及び地区住民への 

指導及び許可では緑化率だけでなく緑視率の 

条件規制をかけるよう、早急にご一考を。 

今回の計画案では、ゾーンＡについて集中的

に検討し、景観形成基準を設定しました。 

ゾーンＢ、Ｃについては今後検討を深めるこ

ととしています。 

ご指摘の風致地区についても、昭和 16 年に

指定来相当年数を経過していることから、運用

上の課題もあると考えており、今後、緑視率の

是非についても、ご意見を踏まえ検討したいと

考えています。 
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４ 

６．和歌山城周辺景観重点地区の景観誘導（行

為の制限） 

●堀端通りは５０ｍ（標高）とのことであるが、 

これでは１５階程度の計画が可能となり、大き 

な痛手になってくる。 

●和歌山城周辺の高層化により景観を壊した 

最初の事例は現市庁舎である。市庁舎も程なく 

構造補強をする事となるであろうが、この折り 

に制限したい高さにまで低層化するくらいの 

英断をもってほしい。 

●運用の実施に当たっては、市民と専門家によ 

る共同作業とこのようなパブリックコメント 

を充実させながら進めて欲しい。 

堀端通りの高さ制限については、重点地区計

画（案）Ｐ２７に示す根拠で設定しています。 

和歌山城周辺は商業地域でもあり、特にけや

き大通り沿道は本市のメインストリートを形

成していることから、「城のあるまち・和歌山」

として新たな景観像を構築すべく、経済活動と

景観保全のバランスを考慮しながら高さ制限

を設定することとしました。 

なお、運用の実施にあたってはご指摘の通

り、パブリックコメントでのご意見を踏まえな

がら進めるよう努めてまいります。 

 

 

 

※ こまちなみ…石川県金沢市での歴史的な特色を残している町並み。金沢市こまちなみ保存条例に基

づいてこまちなみ保存地区を指定して、歴史的な景観を保存・育成していく制度。 

 


